
●一連托生

「Ｂが、君からいじめられている、と
いう相談があったが…」
「…えっ…」
一瞬でＡの頭の中が真っ白になっ
た。いったい、Ｂは何をいじめられた
と感じたのだろうか。Ａには思い当た
ることが何もない。
「何も心当たりは、全くないの？」
「…」
Ｃ支店長の言葉は、あくまでも冷静
だが、言葉にとげがある。全くない
か？と聞かれて、即座に自信をも言っ
て、ありません、と答えられる人がい
るだろうか…でもＡにはそんなことを
考えることができるような心の余裕は
なかった。
「Ｂから相談があった以上、何もしな
い訳にはいかない。今後は仕事が被ら
ないようにする」
Ｃ支店長はそれだけ告げると、持ち
場に戻っていった。残されたＡは呆然
と立ち尽くしていた。いったい自分が
何をしたんだろう…
「Ａはどうでしたか？」
「よほどショックだったんだろう。ほ
ら、まだあそこでボーっとしてる」
「だから言ったでしょ。うまくいく、
って…」
「だが、こういうことは、正直に言っ
て、気が進まない」
「支店長だって、Ａに辞めてもらった
方がいいと…」
「シーッ！…声が大きいよ」
「今更、そんな弱気にならなくても」
「こんなことでケチがついて、処分さ
れる訳にはいかないからね」
「支店長の盟友のＤ人事課長が、そん
なことをする訳がないでしょう」
「じゃあ、君が替わりにクビ、か？」
Ｂは思わず肩をブルっと震わせた
が、すぐにニヤリとＣを睨み返した。
「一蓮托生、運命共同体ですよ…」
「おい、脅してるのか」
「信頼関係は大切と言いたいのです」
「…（何が信頼関係だ。癒着だろ）」
「なんでも馬鹿正直に対応しようとす
るＡは、我々にとってはリスクです」
「今、我々、と言ったな…？」
「違いますか」
「どういうことだ」
「言葉通りです」

「Ａは、あのこと
を知っている、と
いうのか？」
「どうでしょう…
ですが、もし知っ
ているとしたら」
「じょ、冗談じゃ
ない…」
「だから、我々の
リスクなんです」

「…」
「可及的速やかに排除するべきです」
「…やむを得んか…」
「やっと状況をご理解いただけたよう
で、なによりです」
何が、なにより、だ。Ｃ支店長は、
思わず奥歯をギュッと嚙み締めた。
「Ａさん、何かあった？元気が無いみ
たいだけど…」
「あっ、Ｅちゃん…何でもないよ」
「私ね、今、ＢとＣ支店長の話、聞い
ちゃった。絶対許せないよ」
「Ｂと、Ｃ支店長が…？」
「そう。Ａを排除する、って…」
「私を、排除…！？どういうこと？」
「分からない。でも、何か二人にとっ
てすごく重要なことをＡさんが知って
いて、それが表に出ると、ＢとＣはク
ビになる、とか…」
Ａには、Ｅが言っている意味がさっ
ぱり分からない。
「でも、Ｃ支店長からは、Ｂが私にい
じめられている、って…」
「それ、本当？」
「もちろん。ついさっき、支店長か
ら、いきなりそう言われて…」
「それで元気がなかったんだ」
「…いけない、つい話しちゃった…」
「それ、きっとウソだと思う」
「ウソ…！？」
「そう。Ａさんを辞めさせるため…」
「Ｃ支店長が…そんなことを…」
「どこかに相談した方がいいと思う」
「どこに…人事？」
「人事はダメ。Ｃの友達がいる」
「よく知ってるね」
「それもＢとＣが話してた」
「ちょっと待って、ということは、Ｂ
とＣは、繋がっている…？」
「繋がってるどころじゃないと思う」
「尋常じゃないね」
「Ａさん、他人事じゃないよ」
「うん、分かってる」
Ａは意を決し、労基署で相談した。
「心当たりはないか、と聞かれたんで
すね？」
「ええ、身に覚えがないので、何も答
えられなかったんですが…」
「ちょっと待って…上司は問題である
という事実を何も指摘しなかった、と
いうことですか？」
「相談があった、とだけ…」
「そのあとは何かありましたか？」
「いえ、何も…」

「それなら、今後、何か確認作業があ
るかもしれませんね」
「そうなんですね。でも同僚、この同
僚は親友なんですが、ウソだ、って」
「ははぁ、なるほど…それがウソかど
うかは、簡単に分かりますよ」
「どうすれば分かりますか？」
「具体的な問題の事実関係を明らかに
するかどうか、です」
「どういうことですか？」
「もしもその問題がウソなら、具体的
な事実関係を指摘しないで、ただ漠然
と、いじめ嫌がらせをしたか、といっ
た質問に終始します。具体的に指摘で
きる事実がないからです」
「なるほど…参考にします」
まもなくＡは、Ｃ支店長からＢの件
で呼び出された。会議室に入ると、驚
いたことに、Ｂも同席している。動揺
しながらＡが席に着くと、おもむろに
Ｃが話し始めた。
「いまＢは、君から受けたいじめのた
めに、とても苦しんでいる。何か言う
ことは無いかね」
ＢはＣ支店長の隣で、下を向いて、
少し震えているようにも見えた。
「言うことは無いか、と言われまして
も…」
「Ｂはこんなに苦しんでいるのに…」
Ａは状況が何もわからない中で、理
不尽に攻められているような気分だっ
たが、意外と冷静に状況を見つめてい
る自分にふと気が付いた。そうだ、具
体的な事実関係だ。
「問題の具体的な事実を説明してもら
えませんか」
Ｃが一瞬、ギクリとしたように見え
た。するとＢがいきなり叫んだ。
「加害者に、被害者の苦しみなんか、
全く理解できないんだよ」
Ｃが続けた。
「君は、Ｂに辛いことを思い出させよ
うとしている。これ以上Ｂを苦しませ
ないほうがいいと思うが…」
「もう、良いんです…もう、ハァ、ハ
ァ、ハァ、ウ、ウ、く、苦しい…」
「た、大変だ、だれか、Ｂ、Ｂを…」
Ｂはスタッフに抱えられて、会議室
から連れ出されていった。Ａはこの顛
末を呆然と眺めていた。
「大変なことになったな」
「…」
「君は何とも思わないのかね」
この状況にも、Ａは不思議と冷静に
事態を見つめていた。
「何も思わないのか、と言われまして
も…私には、何が何だか…」
「自分のしたことの重大さが、全く理
解できないようだな」
「そもそも、問題の事実関係につい
て、何も指摘されていません」
「まだそんなことを言っているのか」
「一番重要なことかと…」
「Ｂは呼吸困難になった」
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「…」
「その状況に、君は傍観者を決め込ん
でいた」
「ちょっと待ってください」
「それにも飽き足らず、まだ事実関係
云々などと、自分の非を正当化しよう
としている」
「それは、問題を混同…」
「Ｂの体調の急変よりも、自分の保身
を優先した」
「そ、そんな…」
「これは明らかな事実だ」
「…」
「私は人事に報告する義務がある」
「…」
「だが、支店長として、不祥事が起き
たことを進んで報告する気にはなれな
い。できれば不問に付したい」
そう言うなり、Ｃ支店長は一枚の紙
をＡの前に置いた。
「君が真摯に反省しているなら、ここ
にサインをしてその気持ちを示せば、
私の責任でこの問題の収拾を図る…」
この状況が、幼稚な茶番であること
を、Ａは冷静に見抜いていたが、正義
感の強いＡに、Ｃが投げかけた「保身
を優先した」という言葉に、思わず心
が折れた。それは確かに事実だ。Ａは
素直にサインに応じた。
「あっさりサインしましたか」
「うむ。なんだか拍子抜けしたよ」
「Ａの前で私が過呼吸になるシナリオ
は、絶大な効果がありましたね」
「目の前で起きた事実だからな」
「退職届でもよかったんじゃ…」
「いや、それは無理だっただろう。反
省文だったから、すんなりサインをし
たんじゃないか」
「はぁ…」
「だが、結果は同じだ。これがＡの次
の契約更新を拒否する理由になる」
「そういうことでしたか」
一方のＡは、Ｃが事実関係を指摘す
ることなく、自分を非難することに終
始し、しかも、Ｃ自身が、この状況を
不問にする、などと不可解なことを口
にしたことで、逆に不信感を増幅させ
ていた。Ｅが自分に告げた、排除、の
意思が見えた気がしたからだ。
「Ｂから、パワハラの相談があった
か、って？いや、何もないが…」
Ａは人事にすべてを話すつもりだ。
「Ｄ課長なら、Ｃ支店長から様々なお
話をお聞きになっていたのでは、と」
「確かにあいつとは懇意だが、その件
は全く知らない」
あっさりＣとの関係を認めたところ
を見ると、やましいことはないのか。
「私からの聞き取り中に、Ｂが過呼吸
で倒れたんです。それで、私に非があ
ると、反省文にサインを…」
「ん！？Ｂの過呼吸が君の反省文にど
うつながるのか、全く理解できない」
「私が、傍観した、から…？」

「…ところで、何の聞き取り？」
「私が、Ｂをいじめた、とか…」
「とか、って…」
「思い当たることが何もないので」
「ほう…」
「具体的な事実の説明がないんです」
「その、サインをした反省文は？」
「Ｃ支店長が持っています」
Ｄ課長は、Ｃ支店長に提出させたＡ
のサインが書かれた反省文を一目見る
なり、頭を抱えた。
「これ、いつの話？」
「いつの、って、聞き取りの日の」
「その場で書いたのか？」
「いや、その、あらかじめ準備を…」
「Ｂが過呼吸になることを、なんで事
前にわかってるんだ？超能力か？」
「ゲッ…」
「もっとも、体調不良を傍観した、と
書かれているだけだが…」
「そ、そうそう…以前にもそうしたこ
とがあって、今回もたまたま…」
「だがな、それでＡが懲戒になるなど
ありえない。それよりも重大なこと
は、仮に、もし本当に過呼吸だったな
ら、その責任はお前にある」
「ど、どうして…」
「加害者の聞き取りに、なぜ被害者を
同席させるんだ！そんな初歩的な…」
「…いや、過呼吸は、お芝居で…」
「チッ、ったく…この反省文はすぐに
廃棄しろ。お粗末にもほどがある！」
「…」
「しかし、いったい何を考えてるん
だ？俺だって、庇いきれないぞ！」
盟友のＤ人事課長に一喝されても、
Ｃに落胆している余裕はなかった。
「君が余計なことを…」
「ですが、闇に葬るというのは…」
「おい、口を慎め…今回の件は、私が
Ｄ課長に頼み込んで、不問にした」
Ｄから一喝されたことなどおくびに
も出さずに、しれっと言った。
「えっ、何で…」
「何だ？処分されたほうが良かったよ
うな口ぶりだな」
「それでは、あの反省文は…」
「廃棄した。無かったことになった」
「…」
自分への加害者扱いはいったい何だ
ったのか、やはりＤ課長に話すべきで
はなかったのか…Ａは肩を落とした。
「Ａは余計なことをしましたね」
「逆に私の立場が悪くなった。今後
は、Ａに手を出すことは難しい」
「では、Ｃ支店長は静観して下さい。
やりようはいくらでもありますから」
「無理は禁物だ。Ｄ課長はすべてを把
握している。支援は期待できない」
「人事に関与させずに、私たちだけ
で、始末すればいいのです」
Ｂは怪しく笑った。Ｃの背中に冷た
いものが流れた。一蓮托生、か…Ｃは
静かに目を閉じた。

当事者の真意を読み取り、問題に対する
認識のギャップを埋め、話をつなぐ
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